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I would like to welcome all of you to Faculty of 

Global Management of Chuo University, which we 

call it GLOMAC. 

“Fostering the Ability to apply knowledge to 

practice” is the slogan of Chuo University and our 

slogan of GLOMAC is “Be Ahead of the World.” We 

are providing education and research for you on 

management, economics, data science, global 

area studies, and other related academic fields at 

GLOMAC. We wish that you will bring benefit to 

the world and will work for the prosperity of the 

world as one of the leaders in the global society.

I wish that you will make a lot of friends at 

GLOMAC, because I would like you to experience 

diversity by learning a lot from each other and 

will be able to look at things from different 

cultural points of view. The four years of college 

life at GLOMAC will provide you a great opportu-

nity to make life-long friends, so I would like you 

to enjoy the rich opportunities available at 

GLOMAC. 

The faculty members and our office staff all wish 

that you will learn a lot and will understand 

many different perspectives of people who are 

from different cultural background at GLOMAC. 

Please embrace the variety of rich opportunities 

at GLOMAC.
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　国際情報学部（iTL）が創設されて以来、学びの対象とし

てきた主な分野は、インターネットとサイバースペース、AI

とデータサイエンス、ロボットとCPS(Cyber -Phys i ca l 

System)、更にはメタバースとアバターでした。そこに一昨

年からは、〈生成AI〉が新たに加わりました。その生成AIの

一種である〈音声AI〉は、SF映画「ターミネーター」シリーズ

の技術を実現させました。同シリーズでは、アーノルド・シュ

ワルツェネッガー演じる主人公の殺人ロボット〈ターミネー

ター〉が、標的であるジョン・コナー少年そっくりの声音で

しゃべる場面があったところ、今ではそれが現実になってし

まったのです。だからその悪影響――例えば特殊詐欺への

悪用―― への対策も講じなければなりません。

　ところで生成AIは、普通のAIよりも〈高度なAIシステム〉

と呼ばれます。高度であると呼ばれる理由は、その〈創造

性〉にあります。すなわち生成AIは、既存のAIとは比べ物に

ならない程に大量の情報を学んだ後に、新たな情報を「生

成―generate―する」こと、言い換えればその〈創造性〉ゆ

えに〈高度なAIシステム〉と呼ばれるのです。

　生成AIが高度であるもう一つの理由は、その〈汎用性〉に

あります。問いを書き込むと答えの文章を瞬時に生成・表

示してくれるAIが生成AIの代表例ですが、他にも画像、動

画、音楽、そして〈音声AI〉等々のように様々なコンテンツを

生み出すことが出来ます。囲碁や将棋のような特定の目的

にしか利用できなかった〈特化型AI〉と異なり、生成AIは多

様な目的に利用できる汎用性ゆえに高度なのです。

　以上のような〈創造性〉と〈汎用性〉を兼ね備える高度な

AIシステムは、これまで以上にヒトの能力に近づいている

ので、〈AGI〉と呼ばれる、ヒトと同等以上の能力を有する

Artificial General Intelligenceの出現も遠い未来ではな

く、将来の混乱を懸念する声も聞かれ始めました。

　高度なAIシステムの諸課題を解決する為には、まずは生

成AIの仕組みを理解しなければなりませんが、それだけで

は不十分です。AIの欠点や危険性を抑え込む為には、法律

等のルールによって規制する必要性も出てきますから、法

律の知識も必要になるのです。

　幸い皆さんは、私達が知る限り日本で唯一無二のiTLに

於いて〈IT：情報の仕組み〉と〈L：情報の法学〉の双方を学

ぶことが出来ます。加えて〈グローバル教養〉も身に付けら

れますので、高度なAIシステムに続いて必ず出現するであ

ろう更なる新興技術――例えば〈AGI〉――が世界を変革さ

せても、時代の変化に対応できる普遍的な考え方を育むこ

とも出来ます。iTLの教育研究を通じて、様々な新興技術が

生む諸課題を解決できる能力を養って、より良い社会構築

に貢献できる人材となることを期待いたします。

国際情報学部長

平野　晋
HIRANO Susumu

学生記者 吉田未来（理工３）

全日本大学総合選手権
女子ダブルスで初優勝

女子卓球部 川畑明日香女子卓球部 川畑明日香選手（文３）選手（文３） 吉岡桜子 吉岡桜子選手（文３）選手（文３）

▲Ｖサインの川畑明日香選手(左)と吉岡桜子選手＝2023年10月（卓球メディア Rallys提供）

表 紙
の 人 インカレ連覇へ

「安定して勝ち続けたい」
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　女子卓球部の川畑明日香選手（文３＝当時２年）、吉岡桜子選手（文３＝同）のペアが、

2023年10月の第89回全日本大学総合卓球選手権大会（インカレ）個人の部・女子ダブルス

で初優勝を飾った。中大ペアの優勝は2013年以来の快挙。２人は「優勝できると思っていな

かった」と口をそろえ、成し遂げた学生日本一の栄冠に今も実感がわかないという。今後は目

標とされる存在、追われる立場となるが、「安定して勝ち続けられるよう頑張る」（吉岡選手）と

日々の鍛錬、努力を重ねている。

表 紙
の 人

女子ダブルスで優勝した吉岡桜子選手(左)と川畑明日香選手＝2023年10月、金沢市・いしかわ総合スポーツセンター（卓球メディア Rallys提供）▼女子ダブルスで優勝した吉岡桜子選手(左)と川畑明日香選手＝2023年10月、金沢市・いしかわ総合スポーツセンター（卓球メディア Rallys提供）▼

☆女子卓球部

　1928（昭和３）年創部。矢島淑雄監督、川北帆香主将。2024年度は部員数15人でスタート。４年生３人、３年生４人、2年生4人、
１年生４人の少数精鋭だ。
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ベスト16に
中大勢５ペア
決勝は“中大対決”

　中央大学ペア７組を含む89組

が出場した女子ダブルスで、中大

勢は５組がベスト16以上に勝ち

残り、女子卓球部のレベルの高さ

を示した大会となった。決勝はな

んと、川畑・吉岡ペアと、川北帆

香選手と髙橋あかり選手の４年生

（当時３年）の先輩ペアとの顔合

わせが実現した。川北選手と吉岡

選手は高校（埼玉・正智深谷高）

の先輩、後輩でもある。

　「まさか全国の決勝という舞台

に立てると思わなかった。相手

は、いつもダブルスの練習に付き

合っていただいている先輩。この

舞台で一緒に試合をできることが

純粋にうれしかった」。吉岡選手

はそう語り、「（多摩キャンパス

の）第一体育館と違う場所で試合

をしているなというくらいの感覚

でした」と笑顔をみせた。決勝と

いう大舞台にも過度に緊張せず、

リラックスして挑めたことがこの

言葉に表れている。

難敵に競り勝ち、
波に乗る

　サウスポーの川畑選手は「普段

から一緒に練習してくださる先輩

に感謝しています。互いに戦術を

知っていて、点数もなかなか決め

きれなかった」と、決勝を振り返

る。第１ゲームを先取され、「普

段と違うことをしよう」と、積極

的に攻めに転じたり、打つコース

を少し変えたりしたことが勝利に

結びついたとみている。

　そして、「会場に高校（県立福

井商高）の部活動の顧問の先生や

両親、祖父母が見にきてくれてい

た。お世話になった人たちの前で

優勝できてうれしかった」と喜び

を語った。

　ノーシードからの２人の快進

撃。キーポイントは４回戦だっ

た。難敵とみられた愛知工業大の

岡田琴菜選手、面田采巳選手のペ

アに３－１で競り勝ち、波に乗っ

た。川畑選手は「相手は球の威力

がすごくて一本を決めるのが難し

かった。この試合に勝てたことが

自信につながった」とうなずき、

吉岡選手も「取った3ゲームも接戦

だったが、最後の一本をしっかり

と取り切ることができた」と胸を

張った。

　翌年の大会の出場権を得るベス

ト８入りが懸かったこの試合に勝

つことが、大会前の川畑・吉岡ペ

アの第一目標だった。これをクリ

アしたことで勢いに弾みがつき、

頂点に駆け上がった。

「卓球は
細かいスポーツ」

　学校で、職場で、誰もがどこか

負けず嫌いの「あすちん」
川畑明日香選手
　かわばた・あすか。福井・県立福井商高卒、文学部３年。158センチ。両親、祖父母が卓
球経験者で、自身は5歳くらいで競技を始めた。ラリーでの粘りが身上。負けると落ち込
み、勝てばうれしくて向上心がわく。負けず嫌いな性格は、インターハイ団体３位の実績
がある祖母の敦美さん譲りという。吉岡選手からは「あすちん」と愛称で呼ばれている。
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で、一度は卓球のラケットを握っ

たことがあるのではないか。そん

な身近なスポーツではあるが、川

畑選手は「卓球はとても細かいス

ポーツ」とたとえている。その意

味は、フォアハンド、バックハン

ド、ブロック、サーブレシーブと

いった技術力を身に着けるのがま

ず一番に大切で、習得は並大抵の

努力ではできないからだ。

　身近ではあるが、アスリートと

して“下地”を築いて初めて一線級

の試合で競うことができる、奥の

深い競技といえる。

　体の動作やラケットの動かし方

も独特で、練習の積み重ねが求め

られる。「戦術や試合の組み立て

を考える“脳力”も大事」（川畑選

手）という。２人は週６日、一日

３、４時間は多摩キャンパス第一

体育館で練習し、月１回は筋トレ

や体幹を鍛えるスクワットなどの

トレーニングも行っている。

試合でも練習でも
笑顔
　学生日本一の実感がないという

2人だが、川畑選手は「優勝は自

信になった。この経験を生かして

（今年も）連覇したい。シングル

スも頑張りたい」と目標を口にす

る。追われる立場になっても「思

い切ってプレーできるよう練習に

励む」と決意を話してくれた。

　一方、吉岡選手は試合でも、練

習でも笑顔が特徴だ。「いつも

笑顔で和やかな雰囲気を作って

くれる」と川畑選手からも感謝

されている。「笑顔で楽しくプ

レーしたほうがいい練習、いい試

合になる」と理由を語る吉岡選手

は、「優勝は一生に一度の奇跡の

ようなことに思います。卓球を続

けて本当によかった。ただ、まぐ

れだった優勝と思われたくないの

で、安定して勝ち続けたい。技術

力と、凡事徹底の人間力を磨いて

いきたい」と、とびきりの笑顔で

続けた。これからも貪欲に卓球と

向き合っていくつもりだ。

表 紙
の 人

執念で球を追う「さーちゃん」
吉岡桜子選手
　よしおか・さくらこ。埼玉・正智深谷高卒、文学部３年。161センチ。卓球は経験者の
父親に誘われ、５～６歳で始めた。守備型のカットマンになったのは小学2年生の頃。
攻撃も得意で、球に食らいつく執念が自身の特長という。「大事な一本の場面で極度
に緊張してしまう」といい、技術よりメンタルの強化を課題に挙げる。川畑選手からは

「さーちゃん」と呼ばれている。
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　出身高校の異なる川畑明日香選手、吉岡桜子選手の２人が中大でペアを組み続けるきっかけとなった
試合は2022年４月の関東学生新人選手権だった。入学したばかりで“即席コンビ”だった２人はいきなり
優勝し、吉岡選手は「息が合うと試合中に思った。運命を感じた」と、“出会いの時”を振り返る。
　吉岡選手は卓球台から下がった位置で打ち返すカットマンと呼ばれる守備型の選手。ラケット裏面に
異質ラバーを貼り、無回転でトリッキーな球を打ち返す川畑選手との相性が「絶妙のブレンド」に感じら
れたという。川畑選手も「吉岡さんは攻撃も上手で、私より威力のある球で点を決める。カットでも変化
をつけて相手を混乱させて私にチャンスを作ってくれる」と全幅の信頼を置く。
　互いに認め合い、頼りにする運命のペアの誕生となった。

「運命のペア」誕生
カットマン×異質ラバー＝絶妙のブレンド

☆カットマン
　カットは、テーブル（卓球台）のネットから最も遠いエンドラインより後方で、ボールにバックスピン（下回転、後進回
転）をかけながら返球する打法のこと。回転の変化で相手のミスを誘う。カットマンはこれを主力武器とする選手。

☆異質ラバー
　ラケットの片面に粒高ラバー、またはアンチスピンラバーを貼っているラケットや戦型を指す言葉。アンチスピンラ
バーは極端に摩擦係数が少なく、回転がかかりにくいラバーのこと。

（ともに日本卓球協会ホームページの卓球用語集より）
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　ラリーが延々と続き、球がテーブル（卓球台）にバウンド
する小気味よい音が多摩キャンパス第一体育館に響く。
球を目で追い続けていると首が痛くなった。
　一線のアスリートの動きは速すぎる。練習風景の撮影
のため、身のこなしやラリーを少しゆっくり、スローモーに
と、無理なお願いをすると、こともなげに対応してくれた。
日々、鍛錬を重ねているからこそ可能なのである。

スローモーに…
自由自在の技量

表 紙
の 人

川畑明日香・吉岡桜子ペア  優勝までの道のり

〈女子ダブルス　中大勢の成績〉

優勝	 川畑明日香・吉岡桜子

準優勝	 川北帆香・髙橋あかり

４回戦進出	 藤森友菜・武山華子、西脇姫花・野末彩夏、工藤夢・枝廣愛

２回戦進出	 藤田奈子・香取位圭、木村花暢・吉松寿莉

◇第89回全日本大学総合卓球選手権大会　個人の部・女子ダブルス
（2023年10月26～28日、金沢市・いしかわ総合スポーツセンター）

 ゲームスコア 対戦相手

▽１回戦		 ３－０	（11－７、11－５、13－11）	 阿部紗弓・岡本心優（福岡大）

▽２回戦	 ３－０	（11－７、12－10、11－３）	 井上鈴・塩屋杏美（神戸松蔭女子学院大）

▽３回戦	 ３－０	（11－４、11－９、11－７）	 船場清華・陳ケ尾真子（専修大）

▽４回戦	 ３－１	（11－９、７－11、11－９、11－９）	 岡田琴菜・面田采巳（愛知工業大）

▽準々決勝	 ３－２	（11－６、５－11、11－９、６－11、11－７）	石田瑳歩・今井汐珠玖（中京大）

▽準決勝	 ３－２	（８－11、11－４、７－11、11－７、11－５）	 榎谷優香・木塚陽菜（神戸松蔭女子学院大）

▽決勝	 ３－１	（8－11、11－８、11－９、11－４)		 川北帆香・髙橋あかり（中央大）
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「凡事徹底」から日本一のペアに
質の高い練習　部内で切磋琢磨

学生記者　吉田未来（理工３）

　全日本大学総合卓球選手権大会の女子ダブルス

で初優勝を飾った川畑明日香選手と吉岡桜子選手

の練習を見学し、これまでの取り組みと今後の目標に

ついて語ってもらった。練習中の真剣な表情とは対照

的に、取材中の明るい表情が印象的だった。終始、2

人の仲の良さが垣間見え、卓球に対する思いや日本

一を達成した背景を知ることのできる貴重な時間と

なった。

　自身の強みや全日本での勝因を淡 と々語る中で、2

人に共通していたことは、競技以外の日常生活に重

点を置いているということだった。「凡事徹底が競技

に良い影響を与えている」と語る吉岡選手の表情か

らは、ひたむきに卓球と向き合っていることが伝わっ

てきた。高いモチベーションを維持できている要因に

ついて、２人は「周りのチームメイトが頑張っているか

ら私たちも頑張れる。両親やこれまで指導してくれた

方々のために今後も頑張りたい」と口をそろえた。

　ストイックな姿勢で競技に打ち込む2人に、オフの

日の過ごし方を尋ねると、2人ともインドア派だった。

卓球部の仲間と過ごすことが大半で、学年を問わず

和気あいあいとした雰囲気だそうだ。練習とオフでメ

リハリをつけて過ごしているという。

　取材中に最も印象に残ったことは、大学入学まで

の２人が日本一に手が届くとは思っていなかったと

いうエピソードだ。川畑選手は「高校のときは卒業し

たら卓球を辞めるつもりでいた」と打ち明け、吉岡選

手は「大学で卓球を続けるか分からなかった」と語っ

た。試合で敗れたときなど、2人とも卓球をやめたいと

思ったことは数えきれないほどあったそうだ。

　そう振り返った2人に大学で成長できた理由を聞く

と、「効率良く主体的に練習を行う環境が成長につな

がった」と教えてくれた。自分の課題や強みを分析し

て主体的に練習をするようになったのは大学に入っ

てからだという。また、「中大ならでは」の強みは、チー

ムメイトのレベルが高く、練習の質も非常に高いこと。

そうした環境が2人の成長を後押ししたといえる。

　今後の目標は「ダブルス連覇」と団体での「インカ

レ優勝」。取材を通して２人の人柄に触れることがで

き、同学年の中大生として刺激をもらうことができた。

「凡事徹底」を大事にする2人の活躍に今後も期待

したい。今後もさまざまな分野で活躍する中大生の

活動、思いをインタビューを通して伝えていきたい。

編集後記

▲（左から）吉岡桜子選手と川畑明日香選手、学生記者の吉田未来さん▲（左から）吉岡桜子選手と川畑明日香選手、学生記者の吉田未来さん
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